
千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年7月、月平均COD値 6.7昭/Q
探水場所:手貿沼公園沖

平成13年7月、月平均COD値 8.6昭/Q
探水場所 :手賀沼公園沖
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15昭/Q

我孫子駅の南口に

まちづくりの拠点施設• 福祉
県
と
砲
の
合
築
で
平
成
尚
一
年
度
オ
E
プ
ン
め
ざ
す

市
で
は
、
我
孫
子
駅
南
口
の
貨
物
線
跡
地
の
有
効
活
用
に
む
け
、

祭
信
よ
る
施
設
整
備
の
協
識
を
県
と
ま
、
県
は
「
(仮
称
)

福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
を
、
市
は
支
所
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
3
月

に
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
、
今
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

施
設
は
、
地
上
川
階
、
地
下
1
階

で
、
高
層
部
分
と
低
府
部
分
に
分
か

れ
ま
す
(
図
1
参
照
)。
延
べ
床
面

積
は

9
9
1
2
2m
(駐
車
場
を
除

く
)
で、

、っ
ち
市
・
部
分
は

1
8
9
5

2m
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
環

境
に
優
し
い
有
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
計
と
し
、
都
市
川
以
飢
に
も
配
服

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

実
施
設
計
と
地
位
制

査
、
電
波
障
害
事
前
捌
査
を
実
施
し

ま
す
。
平
成
同
年
度
に
活
工
、
同
年

度
オ
ー
プ
ン
を
目
椋
に
し
て
い
ま
す
。

実
施
設
計
な
ど
の
費
用
は
約
2
億

円
で
、
う
ち
市
の
負
担
は
約
3
4
7

0
万
円
で
す
。
建
設
費
は
約
加
億
円

で、

実
施
設
計
完
了
後
に
雌
定
し
、

市
は
こ
の

一
部
を
負
担
し
ま
す
。

敷
地
は
す
べ
て
市
有
地
で
、
市
が

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
敷
地
の
東
側
に
は
、

市
の

自
転
車
駐
車
場
を
設
備
し
、
周
辺
地

域
に
は
、
民
間
と
協
力
し
自
動
車
駐

車
場
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
の
内
容

。
県
の
施
設
:
・

「(
仮
称
)
福
祉
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

本
介
護
実
習

・
介
護
普
及
セ
ン
タ
ー

:・県
民
を
対
象
に
、
介
護
の
普
及
啓

発
や
実
習
、
相
談
、
流
水
利
用
の
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

*
(
仮
称
)
東
葛
飾
障
害
者
相
験
セ

ン
タ
ー
-・・
東
葛
飾
地
域
の
附
住
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
相
談
や
各
利

判
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ェ'--レ
ベ

ター

ム|口 糊 口 :黒の蹴 口 :共用施設
巨段l

ど

(恒称)我頚子南区域
近隣センター

介護実習・介護

普及センター

高
層
部
分

*
多
目
的
ホ
I
ル
(6
0
0人
収
容
)

.:
排
出
会
や
特
楽
会
な
ど
の
ホ
l
ル

機
能
と
、
峰
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ア
リ

ー
ナ
機
能
を
併
せ
持
ち
ま
す
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
設
世
し
ま
す
。

これまでの主な経過

昭和60・61年侶国慧清算事業団から質物謀部地を取得。その後、恒

自舗、 自動車・自転車駐車場などとして利用

平成5年1月・市の謹合文化施設(アゼリア)建設計画が中止に

平成7年7月貨物銀融地と手賀沼公園隣張市有地の土地利用を検討

するため‘「中心拠点土断1用計画策定懇談会J(委員
16人1を設置

平成8年1月・・市民約3000人を対象に、市有地の土地利用について

アンケートを実施

月…懇談会から9回の審議を経て提言書が提出される

月...rちば新時代5か年計画jに並置づけられた[福祉ふ

れあいプラザjの誘致を県に要望

平成10年9月…[我孫子市中心拠点整情構想(素案)Jを策定

平成12年3月・・県・市ともに基本設計予算を護会で決定

同年 4 月…建設に関する墓本協定書、基本設計に関する協定書を

県と斡結

5 
7 

同年

同年

多目的ホール

ホワイ工

工ントランスホール

障害者相談センター

機械室

。
市
の
施
設

キ
支
所
・
・
・
戸
籍
や
住
民
民
動
の
周
け

出
、
印
鑑
登
録
、
戸
符
肺

・
抄
本
や

住
民
民
、
印
鑑
証
明
川
の
先
行
な
ど

を
行
い
ま
す
。

*
(
仮
称
)
我
孫
子
南
区
域
近
隣
セ

ン
タ
ー・
:
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
と
、
自
治
会
や
文
化
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
の

情
動
の
場
と
な
る
施
設
で
す
。

本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
-・・
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
、

N
P
Oを

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
を
支

躍
す
る
施
設
で
す
。

*
展
望

・
軽
飲
食
施
設
:
・
手
川
以
沼
な

ど
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
畦

に
飲
食
が
で
き
ま
す
。

。
そ
の
他
の
施
股

本
駐
車
場
:
・

1
附
は
台
(
向
走
式
)
、

地
下
位
台

(
機
械
式
)

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
支
開
放
課

市
民
ニ
ー
ズ
の
強
い
施
設
を
実
現

千一潟
県
の
相
祉
の
拠
点
が
駅
前

に
で
き
れ
ば
、
我
孫
子
の
ま
ち
づ

く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
県
施
設
の
中
叩脱
税

ホ
l
ル

(6
0
0附
)
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
市
民
の
文
化
活
動
に
お

い
て
も
、
強
く
望
ま
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

市
の
施
設
と
し
て
は
、
同
械
に

市
民
の
特
さ
ん
か
ら
要
望
の
強
い

近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
配
択
し
ま

す
。
市
役
所
支
所
は
、
休
日
や
夜

間
の
山
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
多
く
の
人
が

市

長

r-ーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーー・"ーーーー・・ー・・・ー骨ーー-_.、

きらに互交
まし役の市
しの立 利 の
た使つ 用 行
。利悦 案政

希 帳 報 内 サ
望 」 を な l
す(まどピ
る 写 と 、ス
市 真 め日や
民)た常 公
のが「生共
皆 で持活 施

公共施設で無料配布

グ
得
殉
芳
彦

や
っ
て
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
駅

前
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

山間
府
会
の
取

り
組
み
な
ど
を
、

市
で
も
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

建
設
費
の
市
負
担
は
、

叩
数
億

円
に
な
る
予
定
で
す

(
設
計
完
了

後
に
決
定
)。

以
前
に
中
止
と
な

っ
た
市
単
独
の
組
合
文
化
施
設

(
約
卯
位
円
)
の
場
合
と
異
な
り
、

市
の
公
債
資
比
率

(
仙
金
返
済
の

川
什
)
な
ど
、
他
市
に
比
べ
て
も

他
全
な
財
政
迎
営
を
維
持
し
て
い

け
る
比
通
し
で
す
。

安 心 とゆとりの健康福祉 都 市 をめ ざ して

さ
ん
に
ん燃
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。一

配
布
場
所
市
役
所
行
政
情
報
資
一

料
室
、
各
支
所

・
行
政
連
絡
所

・

一

公
民
館
・
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民

一

プ
ラ
ザ
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー、

一

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー

(本
館
・

ス

一

テ
l
シ
ヨ
ン
ホ
l
ル
)

一

※
部
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
配

一

布
は
ひ
と
り
1
附
と
し
ま
す
。
一

※
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、

2
4

一

0
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
A
4
一

判
が
入
る
封
筒
(返
送
先
を
明
記
)一

を
同
封
し
、
一
T
2
7
o
l
l
l
9
一

2
(住
所
有
略
可
)
市
役
所
広
報
一

室

へ

。

一

問
い
合
わ
せ

広
報
室
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I
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9 月カら | 

容器包装「その他プラスチック類Jを

~ -

日
用
品
な
ど
の

容
器
や
袋
も
対
象
に

9
月
か
ら
、
容
器
包
装
「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
知
」
の
資
源
と
し
て

『容器包装その他プラスチック』の主な種類

~泡スチロール奴

の
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
容
保
」
と
は
、
商

品
を
入
れ
る
も
の
(
袋
を
含
む
)
、

「
包
装
」
と
は
商
品
を
包
む
も
の
で

す
。
ま
た
、
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
知
」
と
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
以
外
の
容
器
と
、

包
装
に
使
用
さ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
い
い

ま
す
。そ

の
た
め
、
食
料
品

以
外
の
衣
料
品
、
化
粧

品
、
日
用
品
全
般
の
容

器
や
袋
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
側
端
で
あ
れ
ば
、
す
べ

て
対
匁
に
な
り
ま
す
。

※
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
で
は
「
容
川
市
包
装
」

を
、
「
商
品
が
前
山
目
さ
れ

た
り
、
商
品
と
分
離
さ

れ
た
場
合
に
不
袈
に
な

る
も
の
」
と
定
義
し
て

い
ま
す

総
合
防
災
訓
練
に
ご
参
加
を

• ボトル類'""¥0-

』

V
資
源
化
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す

9
月
1
日
(
土
)
我
孫
子
北
部
地
域
・
我
孫
子
南
部
地
域
で
実
施

大
規
模
な
地
保
が
起
き
た
と
き
の

対
応
を
、
よ
り
迅
速
で
効
果
的
な
も

の
に
す
る
た
め
、
市
で
は
、
総
合
防

災
訓
練
を
9
月
l
臼
(
土
)
に
行
い
ま

す
。会

場
は
根
戸
小
学
校
と

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

第1051号

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
「大

規
棋
袋
災
初
動
体
制
計
画
」
で
定
め

る
6
つ
の
支
部
の
う
ち
、
我
孫
子
北

部
・
我
孫
子
南
部
地
域
対
策
支
部
で

実
施
し
ま
す
。
会
場
は
繰
戸
小
学
校

と
手
仰
が
沼
公
園
多
目
的
広
場
と
な
り

ま
す
。

訓
練
は
、
午
前
8
時
泊
分
に
錠
度

7
の
都
市
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、

我
孫
子
地
域
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ

た
と
お
定
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

「
見
る
訓
練
」
と

「
参
加
す
る
訓
練
」
を
予
定

当
日
は
、
自
治
会
や
防
災
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
避
難
所
の
設
置

を
は
じ
め
、
情
報
の
収
集
伝
達
、
仮

設
ト
イ
レ
の
設
置
、
炊
き
出
し
な
ど

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
水
難
人
命
救
助
や
放
水
、

氾
気

・
ガ
ス

・
通
信
復
旧
な
ど
の

「
凡
る
」
訓
練
と
、
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
l
扱
い
、

土
の
う
作
り
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
「
空
加
す
る
」
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

家
族
で
ご
参
加
を

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切
で
す
。
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ご
家
族
皆
さ

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
に
は
、

昨年の訓練の織子
(会場:新木小学校)

容
器
包
装
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
種
類

*
レ
ジ

・
ポ
リ
袋

ス
ー
パ
ー
の
レ

ジ
袋
、
お
謀
子
や
パ
ン
の
袋
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
袋
な
ど
(
ト
レ

l
の
ラ
ッ
プ
、
カ
ッ
プ
め
ん
の
ス
ー

プ
や
し
よ
う
ゆ

・
ラ
l
仙
の
使
い
き

り
用
の
小
さ
な
袋
は
家
庭
ゴ
ミ
)

*
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
卵
パ
ッ

ク
、
豆
腐
パ
ッ
ク
、
マ
ー
ガ
リ
ン
の

容
器
、
弁
当
の
容
器
な
ど

*
カ
ッ
プ
類

プ
リ
ン

・
ゼ
リ
l
・

納
豆
等
の
容
器
、
苗
木
販
売
用
の
軟

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
鉢
な
ど

*
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
類

食
品
ト
レ

l
、
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
端
、
保
冷
箱
、

品
川
和
な
ど
(
ヒ
モ
、
ガ
ム
テ
l
プ
等

は
外
し
て
く
だ
さ
い
)

*
ボ
ト
ル
類
仙
・

ソ
l
ス
・
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
容
路
、
整
髪
料

・

洗
剤

・
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
容
能

(
飲
料
類
の
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く
)

訓
練
に
伴
う
騒
音
な
ど
で
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
対
策
本
部

・
対

*
チ
ュ
ー
ブ
類

マ

ヨ

ネ
ー
ズ

・
ケ

チ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
チ
ュ

ー
ブ

〈
小
さ

く
、
口
元
に
中
身
が
残
っ
て
使
い
き

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
も
の
(
わ
さ

び

・
靴
ク
リ
ー
ム

・
曲
み
が
き
等
の

チ
ュ

ー
ブ
)
は
家
庭
ゴ
ミ
〉

*
そ
の
他

ピ
ン

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
キ
ャ
ッ

プ
、
果
物
な
ど
を
包
ん
で
い
る
ア

ミ

・
ネ
ッ
ト
状
の
も
の
、
商
品
の
保

護
、
回
定
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
(
中
仕
切
り
も
含
む
)

資
源
と
し
て

出
す
と
き
の
注
意

汚
れ
を
取
り
除
き
、
ス
ー
パ

ー
の

レ
ジ
袋
か
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

ま
と
め
て
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
菓
子
の
袋
な
ど
は
、
中
に
残
っ

た
も
の
を
ふ
る
い
落
と
す
程
度
で
、

レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
な
ど
は
峰
く
す
す

い
で
、

中
に
図
形
分
が
残
っ
て
い
な

け
れ
ば
だ
い
じ
よ
う
ぷ
で
す
。

策
支
部
と
自
治
会
と
の
情
報
伝
達

訓
練
の
み
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
喜
悦
諜

・

内
線
2
1
7

v総合防災訓練の内容

電力復旧、放水訓練、応急

根 救護、野外給食(炊き出しト
初期消火、仮設トイレ設置、

P 応急給水、三角きん使用法、
炊き出し、チェーンソー扱
い、煙体験、伝言ダイヤル
体験、土のう作り

手
水難人命救助訓練、放水訓
線、初期消火、応急救護、

沼賀 応急給水、仮設トイレ設置、
炊き出し、チェーンソー扱

公 い、伝言ダイヤル体験、土
園

のう作り

避難誘導(我孫子警察署、

訓練
各自治会、自主防災組織、
婦人防火クラブによる)、

区 電気・ガス・ 電話・水道に
域 ついての情報伝達・広報・
内 供給停止操作、海上自衛隊

による被害状況把握

企放水訓練

.A土のう作り

.A煙体験

-
3説府

四
タ
国
間賠川

ボ
ト
ル
知
や
チ
ュ

ー
ブ
知
の
キ

ャ
ッ
プ
は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
(
玩
具

・
洗
面
器
な
ど
、
そ

れ
自
体
が
商
品
で
、
容
器
包
装
で

は
な
い
も
の
)
は
家
庭
(
可
燃
)

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

回
収
日

迎
1
回
の
回
収
で
す
が
、

地
区
に
よ

っ
て
附
日
が
誕
な
り
ま

す
の
で
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配

布
し
た
「
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
(
周
か
な

い
方
は
、

8
月
初
日
か
ら
市
役
所
、

各
支
所

・
行
政
連
絡
所
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
用
立
し
ま
す
の
で
、

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
宮
(
幻
)
0
0
1
5

8月31日まで

夏の防犯還動を

実施中

立
は
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
開
放
感
な
ど
か
ら
、
痴
漢
や

泥
棒
に
よ
る
被
守
が
多
く
な
る
季

節
で
す
。

特
に
夏
休
み
期
間
中
は
、
子
ど

も
た
ち
が
外
出
す
る
機
会
も
地
え
、

小

・
中
学
生
を
ね
ら
っ
た
痴
泌
や

露
出
狂
な
ど
、
不
審
者
の
犯
罪
が

コ
-・・-・・.

Q
な
ぜ
粗
大
ゴ
ミ
を
戸
別
収
集
に

し
た
の
で
す
か

A
組
大
ゴ
ミ
を
壊
さ
ず
に
迎
搬
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

世
帯
や
体
の
不
自
由
な
方
も
相
大

ゴ
ミ
を
出
し
や
す
く
な
る
か
ら
で

すQ
な
ぜ
組
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
有
料

と
し
た
の
で
す
か

A
戸
別
収
集
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

経
世
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め

で
す

Q
高
齢
な
の
で
粗
大
ゴ
ミ
を
玄
関

前
ま
で
運
べ
な
い
の
で
す
が

A
高
齢
の
方
や
体
の
不
自
由
な
方

が
、
粗
大
ゴ
ミ
を
移
動
で
き
な
い

多
発
し
ま
す
。
犯
罪
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
軒
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

。
チ
カ
ン
の
防
止

.
小
学
生
の
女
の
子
を
犯
う
痴
慌
が

噌
え
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
外
出

す
る
際
は
、
行
き
先
や
川
町
宅
時
間
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
女
性
の
智
さ
ん
、
附
い
夜
道
の

一

人
歩
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
危
な
い

と
患
っ
た
ら
、
ま
ず
大
声
を
あ
げ
て

助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
、
大
き
な
此
闘
が
あ
な

た
を
守
り
ま
す
。

。
空
き
巣
や
忍
び
込
み
へ
の
注
意

・
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず
戸
締
ま

り
を
確
認
し
、
近
所
に

一
戸
か
け
て

留
守
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ギ
は
性
能
が
保
証
さ
れ
た
も
の

を
用
い
、
出
入
り
口
に
は
主
錠
の
ほ

か
に
補
助
錠
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 。

& 

A 

と
い
う
場
合
は
、
市
の
職

μが
部
門
出

に
入
っ
て
収
集
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
立
会
人
が
必

袈
で
す
。
希
望
す
る
場
合
は
氾
括
で

申
し
込
む
際
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く

だ
さ
い

Q
組
大
ゴ
ミ
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
も
い
い
の
で
す

カA
は
い
。
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
を
持
ち

込
ん
だ
場
合
、
費
用
は
無
料
で
す
。

組
大
ゴ
ミ
以
外
に
も
家
嵯
ゴ
ミ
や
資

似
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。
時
間

に
つ
い
て
は
「
正
し
い
分
け
方

・
出

し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
ゴ
ミ
に
附
す
る
質
問
や
疑
問
、
問

い
合
わ
せ
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮

(幻

)
O
O
I
5
へ

-
お
風
呂
場
の
窓
、
使
所
や
ベ
ラ
ン

ダ
の
高
窓
な
ど
も
忘
れ
ず
に
施
錠
し

ま
し
ょ
、
っ
。

・
夜
は
早
め
に
一戸
締
ま
り
。
-M
る
仰

に
は
カ
ギ
を
雌
か
め
る
習
慣
を
。

....戸締まりを忘れずに

。
乗
り
物
の
盗
難
防
止

・
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
伝
辛

か
ら
離
れ
る
時
は
、
ち
ょ
っ
と
の
問

で
も
必
ず
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
。

-
オ
ー
ト
バ
イ
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

を
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
も
つ
け
て
。

・
自
転
車
に
は
名
川
き
シ
l
ル
を
張

り
、
防
犯
管
鉱
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

防
犯
協
議
会
宮
(
制
)

8
1
9
0、
我
孫
チ
瞥
察
若
生
活
安

全
部
告
(む
)
0
1
1
0
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なぞの?展示会意古学

.. -

今
年
で
3
回
目
を
迎
え
る
が
ぷ
現
地

物
展
示
ム弓

今
回
は

「
者
舌
学
な
ぞ
の
?
展

示
会
」
と
い
う
組
名
で
、
市
内
で
出

土
し
た
造
物
の
中
か
ら
、
t
r舌
学
者

で
も
使
い
方
の
わ
か
ら
な
い
も
の
や
、

現
代
の
私
た
ち
に
は
見
た
だ
け
で
は

使
い
方
の
わ
か
ら
な
い
「
な
ぞ
の
」

地
物
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

夏
休
み
の

一
日
に
、
古
代
人
た
ち

が
残
し
た
「
な
ぞ
」

に
挑
戦
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

日
時

8
月
同
日
(土
)
か
ら
引
日

(
火
)
午
前
同
時
か
ら
午
後
7
時

場
所

市
陣
内
フ
ラ
ザ

展
示
解
説

午
前
日
時
、
午
後
2

時
、
5
時

(1
回
却
分
税
度
)

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

繋

ぷ

員
会
文
化

部
包
(お
)1
1
5
1

夏

休

み

親

子

映

画

会

ご

家

族

で

来

て

ね

我
孫
子
市
行
少
年
相
談
員
連
絡
協

椛
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
夏
休
み
親

子
映
問
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、

お
川
晶
子
等
を
用
意
し
ま

-E置ゆ~i;1MII

す
の
で
お
楽
し
み
に
。

日
時
・

場
所

左

表
参
照

参
加
費

無
料

上
映
作
品

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

の
火
の
用
心、

マ
ザ
l

・
テ

レ
サ
、

勇
気
あ
る
ホ
タ
ル
と

と
べ
な
い
ホ
タ
ル
ほ
か

(上

映
作
品
は
場
所
ご
と
に
興
な

り
ま
す
)

問
い
合
わ
せ

教
官
在
員
会

社
会
教
育
課
宮
(お
)
1
1
5

ちひまる~ち悦司

1 

V夏休み親子映画会日程

日時 |支部名 | 場所

8月23日(木)I ;g，ni-z.1 第四小
|我孫子|19:00-却:叩 1i"J{.1iT' J 1 体育館

8月24日(金)1;g，ni71 第一小
|我孫子|19:00-初:叩 1~lil' J 1 体育館

8 月 25日(土) I ~~L-A I枇台副ヴラウンド
|湖北 | 

~20:301 ロI(雨天時11体育館)

8月26日(日)1 "".n. l!!:4-1新木小ダラウンド
|湖北・新木|O-21 :00 1

l1li1
• '111'1' 1 (雨天時11体育館)

8月27日(月)1 :<Im;  -，. 1 並木小
|我孫子|~20:叩 1'f"'liT' J 1 体育館

8月28日(火)1==-，.1根戸小
|我孫子|l l 体育館

8月29日{水)I+.-1+-1 布佐南小
|布佐|| | 体育館

8月30日(木)I+.-1+-1 布佐小
1U9;ÔÕ:~1 ¥:00 I布 佐| 体育館

2001.8.16 

F 夏の夜lこは映画をどJうそI

視聴覚ヲイヨラリー
企これらは何に使われたもの
でしょう(答えは展示会で)ピ手方e 精着フィIbll

視
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

凶
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

7
本
、
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
6
本
を
新
た
に
購
入
し
、

3
0
1
本
の
凶
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
、

3
8
3本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(V

H
S)
を
所
峨
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
映
画
会
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

な
お
、
凶
ミ
リ
映
写
機
を
操
作

す
る
た
め
に
は
、
凶
ミ
リ
映
写
機

操
作
訓
習
修
了
況
が
必
要
で
す
。

ま
ち
申つ
く
り
の
標
語
を
募
集
し
ま
す

み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
広
め
る
た
め
の
合
い
言
葉
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
ま
ち
」
に
は
多
く
の
人
々
が

住
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
を
営
ん

で
い
ま
す
。
「
ま
ち
」
は
住
ん
で

い
る
人
々
に
と
っ
て
、
誇
り
と
愛

治
の
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
、

N
P
O
や
民
間

企
接
、
さ
ら
に
は
ま
ち
，
つ
く
り
の

専
門
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
、
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
み
ん
な

で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
広
め
る

。
新
岩
崎
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

*
藤
子
F
不
二
雄
の
モ
ジ
ャ
公

*
タ
マ
&
フ
レ
ン
ズ
/
タ
マ
が
生

ま
れ
た
時
の
話
/
タ
マ
と
ポ
チ
の

大
口
険

*
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
火
の
用

、'」*
男
気
あ
る
ホ
タ
ル
と
と
べ
な
い

ホ
タ
ル

*
ど
ん
ぐ
り
森
へ

*
マ
ザ
l
-
テ
レ
サ

*
は
げ

@
新
譜
ビ
デ
オ

*
い
じ
め
凶
歳
の
M
e
s
s
a
g

e
 

L
ぷ
ぞ
め
い
っ
主

*
渋
染

一
授

*
男
た
ち
の
屑
場
所
づ
く
り
/
家

庭
や
地
域
を
見
直
そ
、
つ

*
心
の
メ
ガ
ネ
曇
っ
て
ま
せ
ん

か

?
*
ぼ
く
の
ピ
l
コ

*
心
の
ふ
る
さ
と
山
本
周
五
郎
シ

リ
ー
ズ

φ
か
あ
ち
ゃ
ん

問
い
合
わ
せ
教
育
委

μ会
社
会

教
打
線
宮
(お
)
1
1
5
1

た
め
の
合
い
言
愛

護

し

ま

す

。

募
集
期
限

ロ

月
引
日

(消
印
有
効
)

部
門

一
般
の
郎
、
児
並
・
生
徒
の

部

(中
学
生
以
下
)

発
表

同
年
5
月
に
受
武
者
に
直
接

通
知

表
彰
特
選
:
・
各
部
門
1
点
、
単
特

選
・:各
部
門
1
点
、
入
選
・:各
部
門

数
点

(そ
れ
ぞ
れ
白
状
と
別
立
を
贈

呈
。
6
月
に
表
彰
の
予
定
V

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
屯
話
帯
号
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
ま
た
は
学
校
名

・
学
年
、

応
募
部
門
、
作
品

(未
発
表
の
も
の
)

を
明
記
し
て
一T
1
0
21
0
0
9
4

千
代
田
区
紀
尾
井
町
3
の
党
(財
)

都
市
計
画
協
会
内
ま
ち
づ
く
り
月

間
実
苛
姿
只
会
椋
祁
非
集
係
官
0

3

(3
2
6
2)
3
4
9
1
へ

※
一
人
何
点
で
も
応
非
で
き
ま
す

が
ハ
ガ
キ
1
枚
に
作
品
は
1
点
限

灼
J※

児
堂

・
生
徒
の
部
は
、
学
校
で

同
じ
形
状
の
用
紙
で
ま
と
め
て
応

…砕
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

※
応
非
作
品
の
著
作
椀
は
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
問
委
只
会
は、

受
賞
作
品
を
次
年
度
以
降
の

「ま

ち
づ
く
り
月
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
等

に
使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明

る

次
の
方
々
か
ら
品
か
い
抑
立
が

許
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
は
、
趣
旨
に

沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

亜
細
亜
観
光
株
式
会
社
ア
ジ
ア
取

手
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
我
孫

子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
プ
様、

添
田
守
男
棟
、
官
山
初
枝
様
、
江

藤
男
様
、
勝
村
商
庖
棟
、
常
陽
銀

行
我
孫
壬
支
席
様
、
末
蹟
酒
庖
線
、

日
米
海
銀
行
政
孫
子
支
府
様
、
女
戸

A
H
唱
団
ラ
・メ
l
ル
械
、
有
限
会

社
美
容
室
ミ
キ
ノ
様
、
我
孫

F

主
m

新
潟
県
人
会
様
、
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ

マ
ス
ダ
様、

手
賀
大
橋
完
成
実
行

委

μ会
線、

J
O
R
D
A
N
会
線、

小
野
友
之
助
様
、
と
ち
ぎ
出
柄
府

機
、
久
寺
家
通
り
繭
府
会
線、

ソ

し、

話

題

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
諮
ユ
ー
カ
リ
椴
、

天
子
山
自
治
会
線
、
袈
回
自
治
会

線
、
白
山
二
丁
目
五
月
会
棟、

山

田
喜
代
子
様
、
有
限
会
社
ア
キ
タ

印
制
様
、
東
葛
リ
サ
イ
ク
ル
倶
楽

部
様
、

D
I
N
I
N
G
-
B
A
R

樹
節
l
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者

一
同
様
、
古
典
の
会
線、

染
谷
繁

男
様
、
我
孫
子
太
子
会
様、

N
T

T
公
衆
電
話
会
我
孫
子
地
区
女
性

部
棟
、
千
葉
県
土
建
組
合
我
孫
子

支
部
線
、
千
葉
県
土
佐
組
合
我
孫

子
支
部
湖
北
分
会
線
、
朝
日
観
光

株
式
会
社
以
我
孫
子
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
、
ふ
れ
あ
い
市
様
、
日

本
電
気
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
部
業
部
・
企
業
通
信
シ

ス
テ
ム
事
業
部
主
任
会
梯

※
受
け
付
け
順
。
8
月

1
n受
け

付
け
分
ま
で

敬老の日に
お花をいけよう!

高齢者文化祭
参加者を募集します

所| 講 師| 連絡先

根 戸|花形甲子子 |根戸838の2
近隣センターI(軸嗣閥齢)I宮(86)2563

久寺家|由良令甫|栄22の8
近隣センターI(草月流)I包 (82)0435

天王台北|大津恭甫|新木3088の142
近隣センターI(嵯峨御流) I宮 (88)4064

湖北台|折居藤芳|湖北台1の11の19
近隣センター1(搬河原祖国会)1 ft(88)7802 

新 木|石神光河|新木野4の31側
近隣センターI(草月流) I ft(88)3788 

場日時

正午

場 所・ 講師・ 連絡先 右表 参照

対象 ・定員小学校4年生以上大

人まで (男女を間わず)、各会場

15人 (応募者多数の場合は抽選)

参加費 800同 (花材担)

持参ハサミ(工作パサミ可)、

新聞紙、ぞうきん

申し込 み・問い合わせ 電話また

はハガキ(開講場所、住所、氏名、

電話番号 を 明 記) で、 9月 5日

(必着)までに各諸師へ

9月 8日(土)午前10時から

容

囲碁 ・
将棋大会

演芸大会
舞踊、歌謡曲、

民謡、コーラ
ス、寸劇など)

v高齢者文化祭

日程| 内

9月|展覧会
6日|絵画書
(木)1道 、写真、

'ちぎり絵、
手芸、短
歌、俳句

※展覧会
は午前10

8日|時から。

(土)I 8日は午
前中のみ

日程・内容右表参照

場所 老人福祉センター 「つつ じ荘」

時間 午 前9時30分から

対象 市 内在住で60歳以上の方

申し込み・問い合わせ ハガキに住所、

氏名、電話番号、 性別 、年齢、参加部

門 、囲碁・将棋大会 参 加 者は時 ー級位

を明記 し、 8月22日 (必着) までに干

270-1192 (住所省略司〉 市役月行干護支援

諜高齢者福祉 係 ・内線'412へ(老人クラブ

会員は各クラブの会長にお申 し 込 みく

ださい)
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" 
怠

「

備
部
包〉
② 
白

色

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
:
・
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)
1
1
1
1

問

つ
く
ば
ね
共
同
作
業
所
宮
(
部
)

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

湖
北
台
健
康
ま
つ
り

日

9
月
2
日
(
日
)
叩
時
却
分
:
凶

~ -
キ
す所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

他
版
チ
ェ

ッ
ク
、
体
力
測
定、

介
護
実
技
と
介
護
用
品
の
展
示

・
体

験
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
、

福
祉
総
合
相
談
、
介
護
相
談
、
健
康

ア
ド
バ
イ
ス
と
歯
科
相
談
、
健
康
緋

座
、
他
康
ク
ッ
キ
ー
試
食
な
ど

費

無

料

主

湖
北
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

宮
(部
)1
4
1
0

湖
北
座
会
講
演
会

日

8
月
内
日
(日
)同
時
1
日
時
加

分
(
入
場
無
料
)

所

湖
北
地
区
公
民
館

内

成
回
線
開
業
1
0
0年
の
足
跡

と
湖
北
駅
別
設
に
つ
い
て

出

禅
紙
利
夫
さ
ん
(旧
国
鉄
職
員
)

間

藤
掛
宮
(
邸
)2
5
7
6

第1051号

障
害
者
授
産
施
設
設
立
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

つ
く
ば
ね
共
同
作
業
所
で
は、

障

害
者
の
働
く
場
「
障
害
者
授
産
施
設」

設
立
に
向
け
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

臼

9
月
9
日
(日
)
日
時
開
場

所

市
民
会
館

出

柏
市
立
柏
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

資

施
設
準
備
会
貝
券
と
し
て
大
人

1
0
0
0円
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

8
0
0
円

7
5
QU
4
 

第
4
回
あ
ら
き
野
寿
々
#
司
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
・
所

9
月
1
日
(土
)
叩
時
間
演
、

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

ゲ
ス
ト
歌
手

愛
田
健
二

間

荻
窪
宮
(
ω
)
1
7
0
8

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
夏
の
イ
ベ
ン
ト

日
・
所

9
月
2
日(日)、

北
総
花

の
丘
公
園

(印
西
市
多
々
羅
田
)

内

①
ビ
ニ
ー
ル
た
こ
を
作
っ
て
飛

ば
そ
う
・

②
お
花
の
ミ
ニ
帽
子
作
り

(却
分
程
度
で
で
き
ま
す

①
先
着

1
0
0人
・

②
先
治
1
5
0人
)
・
・

日
時
1
M
時、

①
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ

ト

(雨
天
中
止
)

・
@
縁
日

(金
魚

す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、
輪
投

げ
)
:・旧
時
1
凶
時
、

⑤
賞
品
争
奪

O
×
ク
イ
ズ

(対
象
は
小
学
生
程
度
)

・:
U時

・
同
時
日
分

艶
無
料
、

縁
日
の
み
1
回

m円

間

同

施
設
宮
0
4
7
6
(灯
)4
0

3
0
(有
料
駐
車
場
有
り
)

千
葉
県
生
涯
大
学
校
作
品
展
示
会

8
月
幻
日
(月
)1
初
日
(
木
)

所

県
生
涯
大
学
校
京
葉
学
園
(
千

葉
市
中
央
区
仁
戸
名
)
〈
入
場
無
料
〉

内

柱
、
絵
画、

宰江戸
、
彫
刻
工
作
、

手
芸
、
皮
革
工
芸
、
陶
芸
、
俳
句
等

間

県
生
涯
大
学
校
事
務
局
宮
0
4

3
(
2
6
6)
4
7
0
5
 

ミ
ュ

1
一
ン
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

川

ゆ

l
ぱ

す

流

山

日日

8
月
初
日
(日
)凶
時
却
分
開
場

流
山
青
年
の
家
(
入
場
無
料
)

千
葉
県
少
年
少
女
オ
l
ケ
ス
ト

出所

一フ演
奏
曲
目

ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ

・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
l
ク
、
管
弦
楽
組
曲
第

2
番
ロ
短
調
「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
、
ポ

ル
カ
「
宙
川
町
と
首
光
」
ほ
か

対

2
0
0人

(申
し
込
み
不
安
)

間

流
山
背
年
の
家
君
(卸
)
2
0
0

4 牧
神4

の
午
後

v
o
-
-
区

フ
ル
ー
ト
音
楽
の
タ
ベ

8
月
M
日
(金
)
円
時
間
関
山

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内

ト
リ
オ
ソ
ナ
タ
:・
バ
ッ
ハ
、
フ

ル
ー
ト
四
重
奏
曲
:
・モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

笛
吹
き
遥
の
休
日
・・・
カ
ス
テ
レ
l
ド

ほ
か

(湯
川
和
雄
氏
場
叫
)

質

9
9
0円

(高
校
生
以
下
無
料
)

主

牧
神
の
午
後
の
会

・
湯
川
君

(幻

)0
4
4
4

日

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
養
成
研
修

期
間
・
所

*
講
義

・
実
技
講
習
:・

9
月
初
日
1
来
年
2
月
羽
目
の
毎
週

1
日

(主
に
水
明
日
)
、
中
央
学
院

大
学

*
実
習
・:
来
年
1
月
7
日
1

2
月
初
日
の
う
ち
の
4
日
間
、
特
別

盤
護
老
人
ホ
1
ム
な
ど

研
修
時
間

講
義
・:何
時
間、

実
技

講
習
・:
万
時
間、

実
習
・:
叩
時
間

対

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
1
3級
課
程
修

了
者
で
ヘ
ル
パ
!
と
し
て
働
き
た
い

方質

2
万
6
2
5
0
円

(
別
途
テ
キ

ス
ト
代
9
2
0
0円、

駐
車
場
料
金
、

実
習
費
な
ど
は
自
己
負
担
)

申

屯
話
で
介
護
支
援
課
高
齢
者
福

祉
係

・
内
線
4
1
3
に
予
約
の
う
え
、

同
謀
に
用
意
の
申
込
性
に
3
級
課
程

修
了
牲
の
写
し
と
履
歴
軒
を
添
付
し
、

9
月
3
日
(
必
着
)
ま
で
に
一T
2
7

o
l
-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
市

役
所
西
別
館
3
階
介
護
支
援
謀

身
体
障
害
者
ス
ポ
』
ツ
教
室
「ダ
l
ツ」

日
・
所

8
月
幻
日
1
9
月
げ
日
ま

で
の
毎
週
月
船
田
川
時
1
ロ
時
、
身

体
附
答
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(全
4
回
)

対

市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
先
治
初
人

質

無

料

申

8
月
お
日
ま
で
に
屯
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

宮
(部
)
0
1
4
1
困
(部
)
0
2
4
2

(フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、

屯
時
現
輩
2
ど
明
記
)

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
送
迎
パ
ス
あ
り

簿

「戸

u--=ロ

講

座

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
を

明
記
し、

8
月
辺
自

(
必
活
)
ま
で

に
国
際
交
流
協
会

(A
I
R
A
)
事

務
局
宮
(幻
)1
2
3
1

(木
昭
日
を

除
く
)
岡
(幻
)
2
0
0
5
、
E
メ
ー

ル
三

Z
@
」n
o
g
-
一5
5
0
己
0
・」℃

柏
・
我
孫
子
・
沼
南
合
併
検
肘
鵠
民
連
盟

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
合
併
を
考
え
る
」

日
・
所

8
月
お
日
(
土
)
凶
時
1
M

時
、
招
南
町
中
央
公
民
館

内

①
基
調
講
演
「
今
、
な
ぜ
合
併

な
の
か
」
鵠
師
・:
柴
田
啓
次
さ
ん

(千
葉
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授
)

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

出
席
:
・
堀
繁
さ
ん
(亙
主
人
学
教
授
)
、

柴
田
教
授
、
徳
丸
秀
夫
さ
ん

(沼
南

町
民
)
、
田
中
賢

一
さ
ん

(J
τ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
協
説
会
前
会
長
)
、

溜
川
良
次
さ
ん
(
同
辿
盟
代
表
幹
事
)

定

限

司

m
VE，

，
↓

十
叶
喝

q

申

屯
詰
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

8

月
幻
日
ま
で
に
同
連
盟
事
務
局

・
上

松
包
囲
(刀
)5
5
2
6

部
演
会
「
父
と
し
て
、
母
と
し
て
」
わ
が

子
を
ひ
き
こ
も
り
に
さ
せ
な
い
た
め
に

日
・
所

9
月
2
日
(
臼
)
日
時
却
分

1
日
時
却
分
、
根
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー

出

梅
山
明
子
さ
ん
(児
弦
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
)
、
水
谷
た
っ
さ
ん

(元
小
学
校
教
貝
)

提

無
料

(無
料
託
児
あ
り
)

申

不
安

(旺
接
会
場
へ
)

主

福
祉
の
街
を
つ
く
る
会

・
川
畑

宮
(ω
)
4
2
9
4

(日
時
1
げ
時
)

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

指

導

者

養

成

講

座

川
月
6
臼
(土
)
1
7
日
(
日
)
の

1
泊
2
口

所

県
立
鶴
舞
青
年
の
家

(市
原
市
)

内

自
然
の
中
で
の
野
外
活
動
の
指

笠
宮
を
盤
成
す
る

対

成
人

(
大
学

・専
門
学
校
生
な

ど
を
含
む
)
、

犯
人
程
度

費

2
0
0
0
円

(食
窃
代
等
)

申

屯
話
で
県
教
育
庁
社
会
整
議

官

0
4
3
(2
2
3)
4
0
7
0

日

烏
の
博
物
館

烏

博

セ

「体
験
学
習
室
」

の
手
賀
沼
の
自
然
に
つ
い
て
、

手
賀

沼
漁
按
協
同
組
合
代
表
組
事
組
合
長

の
深
山
正
巳
さ
ん
を
榔
仰
に
、
写
抗
(

を
使
い
な
が
ら
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
(
定
以
先
治
知
人
)

②
泣
日
(
水
)
・
お
臼
(
木
)
い
ず
れ
も

午
前
9
時
加
分
か
ら
正
午
・・
・手
斜
泊

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
見
て
み
よ
う
と

い
う
テ
l
マ
で
、
博
物
館
友
の
会
会

貝
の
西
巻
英
さ
ん
を
講
師
に
、
顕
微

鏡
を
使
っ
た
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

(定
只
各
目
先
岩
山
人
程
度
)

③
9
月
1
日
(土
)午
後
1
時
加
分
か

ら
・
:
博
物
館
友
の
会
と
我
孫
子
野
鳥

を
守
る
会
の
会
民
が
姉
影
し
た
、
品

の
写
其
の
映
写
会
で
す
。

撮
影
者
が

写
真
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
(定

貝
先
着
知
人
)

参
加
賀

い
ず
れ
も
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

沼
稲
で

ね
の
博
物
館
宮
(お
)2
2
1
2
へ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

鋭、

図
作
資
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

端
末
機
な
ど
が
設
位
さ
れ
て
い
ま
す。

ま
た
博
物
館
で
は
、
夏
休
み
応
博

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
、
ぜ
ひ
ね
の

叫
物
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

烏
博
セ
ミ
ナ
ー
日
時
・
内
容

①
8
月
は
日
(土
)午
前
山
時
か
ら
日

時
:
・
手
引
沼
の
今
と
昔
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
昭
和
初
年
代
か
ら
現
在
ま
で

日
時

8
月
初
日
(臼
)
午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時

(参
加
無
料
)

内
容

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
、
竹
細
工
、

背
の
遊
び
、
将

せ
ん
ち
ゃ

棋
、
前
菜
体
験
な
ど

場
所
・
問
い
合
わ
せ
布
佐
南
近
隣

セ
ン
タ
ー
宮
(的
)
3
7
4
0

実

王

北

地

区

山
月
4
日
1
来
年
2
月
7
日
ま

で
の
木
曜
日
目
一時叩
分
t
日
時
叩
分

(全
日
回
)

所

中
央
学
院
大
学

内

簿
記
の
初
歩
か
ら
3
級
検
定
試

験
合
格
程
度
ま
で

対

市
内
中
小
企
業
の
経
営
者
と
従

業
民
、
先
活
初
人

質

無

料

(資
料
代
2
5
0
0円
)

申

屯
話
で
8
月
引
日
(金
)
ま
で
に

商
工
観
光
謀

・内
線
5
0
4

日
親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

日
・
所

8
月
初
日
(
日

)ω
時
t
却

時
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
l
団

高
野
山
夜
営
場

(小
雨
実
施
)

対

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

(小
学

校
3
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
参

加
可
)
〈
参
加
無
料
〉

申

屯
話
で
杜
会
福
祉
協
議
会
宮

(UM)1
5
3
9
 

国

際

交

流

協

会

や
さ
し
い
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

日

9
月
M
日
か
ら
毎
週
金
昭
日
叩

時
泊
分
1
ロ
時
却
分
(
会
初
回
)

所

市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内

基
礎
的
な
ス
ペ
イ
ン
語
会
話

対

5
人

(応
募
多
薮
時
抽
選
)

費

2
万
4
0
0
0円

(教
材
費
別
)

申

屯
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

E
メ

ミ

ナ

l
も

開

催

し

ま

す

山
の
博
物
館
に
、

線
本
に
触
れ
た

り
、
ぬ
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
体

験
学
習
室
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

体
験
学
習
室
に
は
、
身
近
な

μの

さ
わ
れ
る
桜
本
や
、

学
習
資
料
(
羽
、

骨
格
、
的
き
戸
、
く
ち
ば
し
等
)
を

テ
l
マ
ご
と
に
セ
ッ
ト
し
た
パ
l
ド

ボ
ッ
ク
ス
、
自
に
障
害
の
あ
る
方
が

お
の
形
や
大
き
さ
を
さ
わ

っ
て
理
解

で
き
る
タ
ッ
チ
カ
l
ピ
ン
グ
、
顕
微

各地区まちづくり協議会

夏のイベント

布

佐

南

地

区

ハ
ッ
チ
ポ
ッ
チ
で
楽
し
く
遊
ん
で

最
高
の
互
に
し
よ
う

日
・
:
日
時
、
所
・
:
場
所
、
内
:
・
内
容
、
種
・
:
種
目
、

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
:
・対
象
・
定
員
、
持
:
・
持
参
、
費
用
・
:
費
、
申
・
:
申
し
込
み
、
間
・
:
問
い
合
わ
せ
、
主
:
・
主
催
・
共
催

...... 
CI 

日
時

8
月
初
日
(日
)午
前
川
時
か

ら
午
後
4
時
(
雨
天
実
施
)

内
容

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
l
、
流
し
ソ

l
メ
ン
、
ス
イ
カ
割
り
、
模
擬
脂
、

映
画
、
子
ど
も
み
こ
し
な
ど

(子
ど

も
み
こ
し
の
み
雨
天
の
際
は
中
止
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ

天
王
台
北

近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
(
位
)
9
9
8
8

湖

北

台

地

区

日
時

・
内
容

8
月
お
日
(土
)
午

後
4
時
か
ら
5
時
羽
分
・・
・チ
ど
も

映
画
祭
、
初
日
(
口
)
午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時
・・
・流
し
ソ
l
メ
ン
、

盆
踊
り

(「
手
を
つ
な
ご
う
湖
北

台
」
写
真
展
を
同
時
に
開
催
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ
湖
北
台
近

隣
セ
ン
タ
ー
宮
(訂
)
1
1
2
2

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い



第1051号

我
孫
子
文
学
散
歩

日

9
月
白
日
(
土

)ω時
ー
は
時

集
合
場
所

手
引
沼
親
沓
h

出
場
「
水

の
館
」
北
側
駐
車
場
(
雨
天
実
施
)

内

我
孫
子
の
文
学
者
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
ま
す

対

先
着
犯
人

質

1
0
0円
(
保
険
料
)

申

8
月
初
日
か
ら
電
話
で
手
賀
の

丘
少
年
自
然
の
家
宮
(引
)1
9
2
3

川
J

内
ノ

マ
チ

の

会

日
・
所

8
月
お
日
(
木
)
日
時
却
分

i
M
時
、
根
戸
楕
祉
セ
ン
タ
ー

内

懇
談
会
(
生
活
の
工
夫
、
子
育

て
、
心
配
ご
と
な
ど
て
他
康
体
総

費

2
0
0円

間

木
田
宮
(幻
)
6
2
2
3

く
ら
し
と
物
価
通
信
講
座

-ー-
く
ら
し
に
身
近
な
物
価
問
題
を
、

自
宅
で
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
学
習
す

る
通
信
講
座
で
す
。
(
費
用
無
料
)

学
習
期
間

9
月
か
ら
来
年
2
月

内

流
通
と
物
価
、
法
律
と
物
価、

国
際
化
と
物
価
、
環
境
と
物
価
な
ど

対

初
成
以
上
の
県
内
荘
住
者
、
1

0
0人
(
応
募
多
致
時
は
抽
選
)

申
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、

物
価
通
信
講
座
受
講
希
望
、
郵
使
帯

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯
惜
番

ti' a 2001.8.16 

(
布
佐
・

1
歳
2
カ
月
)

(5) 
~~わ
IJjt~ 

辺美

し

の
志
乃
ち
ゃ
ん

号
を
明
記
し
、
8
月
話
回
(
必
着
)

ま
で
に
一
T
2
6
0
1
8
6
6
7
(住

所
省
略
可
)
県
庁
ド
誕
生
活
楳
宮
0

4
3
(2
2
3)
2
2
9
6
困
0
4

3

(2
0
1)
2
6
1
3
 

国
民
年
金
生
き
が
い
講
座

日
・
所
川
月
お
日
(
火
)
:
M
日

(
水
)
国
民
年
金
保
盤
セ
ン
タ
ー
「
そ

と
ぽ
、
之
(
岬
町
)
〈
1
泊
2
日〉

内

年
金

・
教
聾

・
健
康

・
趣
味
の

各
講
座
、
健
康
相
談
、
年
金
相
談

対

却

成
以
上
の
方
、

ω人
(
応
募

者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

賢

1
人
9
0
0
0円
(
宿
泊
代

・

2
日
自
の
昼
食
代
含
む
、

当
日
徴
収
)

申

ハ
ガ
キ
に
前
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
氾
間
帯
同
す
を
明

記
し
、
9
月
初
日
(
必
活
)
ま
で
に

〒

2
6
01
0
0
4
3千
…
翠
m中
央

区
弁
天
町
2
1
0
の
3
大
宗
北
口
ピ

ル
4
階
千
葉
社
会
保
険
事
務
局
年
金

課
宮
0
4
3
(
2
0
7
)
8
8
4
1

h

ほ
し
ゅ
う

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

参
加
例

誠
街
、
講
習
、

演
奏
、
舞

踊
、
絵
画
・
容
・
陶
芸
作
品
展
示
な

と
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
(
政
治
、

宗
教
、
営
利
目
的
の
も
の
は
除
く
)

中ま
村5

た
か
よ
し

隆
義
ち
ゃん

(青
山
台
・
1
歳
5
カ
月
)

応
募
資
格

市
内
在
住

・
在
勤

・
在

学
の
個
人
、
団
体

日

平
成
同
年
4
月
(
日
程
未
定
)

申
・
問

所
定
の
申
込
用
紙

(
市
役

所
、
支
所

・
行
政
辿
絡
所
、
教
育
委

員
会
、
公
民
館
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
に

用
意
)
に
必
袈
叩
項
を
明
記
し
、
8

月
引
日
(
必
治
)
ま
で
に
我
孫
子
1

6
8
4教
育
委
只
会
文
化
部
宮
(
お
)

1
1
5
1
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

特
別
捜
査
官
(
千
葉
県
警
察
官
)

職
種

・
定
員
国
際
捜
査
官

(
ベ
ル

シ
ャ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
緒
、
隣
国

・
朝

鮮
語
、
北
京
商
)
・:社
指
干
名

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
捜
査
官
:
・若
干

名受
付
期
間

羽
田
(金
)

年
齢
要
件

昭
和
制
年
4
月
2
日
か

ら
引
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫

子
警
察
署
警
務
課
宮
(位
)
0
1
1
0

8
月
初
日
(
月
)
1
9月

エ
イ
ズ
予
防
ポ
ス
タ
ー

エ
イ
ズ
の
こ
と
を
正
し
く
知
り
、

患
者
や
感
染
者
へ
の
理
解
を
促
進
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
規
格

凹
ツ
切
り
画
用
紙
な
ど
。

画
材
は
自
由

応
募
資
格
県
内
在
住

・
在
勤

・
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

応
募
方
法

作
品
の
喪
面
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名

と
学
年
(
勤
務
先
)
を
明
記
し
、

9

月
7
日
(
必
着
)
ま
で
に
一
T
2
6
0

忘れずに納めましょう

項 目 麟?)
介護保険料第 3期 31(金)

市 ・県民税第 2期 31(金)

国民年金(払込期限) 31(金)

国民健康保険税第 3期 31(金)

水道料金 27(月)

1
8
6
6
7
(住
所
省
略
可
)
県
庁

健
康
増
進
部
感
染
症
対
策
室
2
0
4

3

(2
2
3)
2
6
9
1
 

パ
ソ
コ
ン
教
育
支
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

所

市
内
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
、

身
体
障
害
者
制
祉
セ
ン
タ
ー

対

迎
1
回
程
度
活
動
に
泉
茄
で
き
、

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

環
境
が
あ
る
方
、
5
人

申

ハ
ガ
キ
に
パ
ソ
コ
ン
整
同
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
E
メ
l
ル
ア
ド

レ
ス
を
明
記
し
、

9
月
山
日
ま
で
に

天
王
台
3
の
お
の
同
細
田
純
江
宮

(
ω
)
5
2
7
9
 

サ
ー
ク
ル
S
(社
交
ダ
ン
ス
)
会
一
員

日
・

所

毎
月
2
回
火
刷
日
同
時
1

日
時
却
分
、
中
央
公
民
館
ほ
か

対

定
年
退
職
後
の
夫
婦
(
初
心
者
)、

3
組
(
男
性

・
女
性
の
み
で
も
可
)

費

月
額
1
人
8
0
0円

申

電
話
で
吉
見
宮
(制
)
5
3
0
0

英
語
で
話
す
会
会
員

9
月
1
日
か
ら
毎
月
部
1
1
m

4
土
明
日
目
時
1
げ
時

所

市
民
会
館

内

「
N
H
K英
会
話
人
門
」
を
テ

キ
ス
ト
と
し
て
英
会
話
を
糾
習

貨

月

額
2
5
0
0円

申

屯
話
で
消
水
宮
(位
)
2
6
6
4

日ひ
ま
わ
り
1
(英
会
話
)
会
員

我
孫
子
、ン
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員

日
歳
以
上
の
器
楽
合
奏
団
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
ド
ラ
ム
ス
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
、
大
正
#、
キ
ー
ボ
ー
ド
な

ど
の
合
裂
を
楽
し
み
ま
す
。
初
心
者

に
は
個
人
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
・
所

毎
迎
木
附
日
同
時
1
同
時

叩
分
、
湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か

対

日
歳
以
上
の
方

費

月
額
3
0
0
0円

申

屯
話
で
岡
村
君
(部
)
3
3
2
2

ひ
ま
わ
り
号
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日

ω月
沼
田
(
日
)

行
き
先

房
総
の
む
ら
(
栄
町
)

斐
尋
所
T
長

松
戸
駅

対

先
泊
1
9
0人

質

大
人
3
5
0
0円
、
学
生

(中
・

高

・
専
門
学
校

・
大
学
な
ど
)
3
0

0
0円
、
小
学
生
2
5
0
0
円

申

ハ
ガ
キ
ま
た
は
屯
話
で
住
所
、

氏
名
、
屯
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月

M
日

(必
着
)
ま
で
に
干
2
7
0
1

0
1
7
4流
山
市
下
花
輪
4
0
9束

辺
病
院
内
ひ
ま
わ
り
号
実
行
委
員
会

宮

0
9
0
1
4
9
5
5
1
7
3
2
3

牛

乳

・

乳

製

品

利

用

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

牛
乳

・
乳
製
品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
瑚
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
県
内
在
住
で
高
校
生
以

上
の
方
(
澗
理
師
は
除
く
)

〈応
募
者
に
乳
製
品
ギ
フ
ト
券
進
呈〉

選
考
方
法

性
類
選
考
後
、
同
月
同

日
(
火
)
に
実
演
審
査
を
実
施

応
募
方
法

封
舎
か
フ
ァ
ク
ス
に
料

理
名
、
材
料
名
、

4
人
分
の
分
量
、

材
料
費

(2
4
0
0円
以
内
)
、
作

り
方
、
所
要
時
間
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

氾
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
却
口

(消
印
布
効
)
ま
で
に
〒
2
6
0
1

0
0
1
4千
葉
市
中
央
区
本
下
川端町

日
の
1
本
千
葉
ピ
ル
千
葉
汎
平
乳
普

及
協
会

E
0
4
3
(2
2
4)
4
8

3
9、
四
0
4
3
(
2
2
4
)
4
8

2 
3 海

上
保
安
大
学
校
学
生

対

昭
和
尚
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
日
半
ま
た
は
来
年
半
按
凡
込
み

の
方
な
ど
、

何
人

受
付
期
間

9
月
刊
日
(
火
)
ま
で

学
校
所
在
地

広
'
佐
呉
市

教
育
期
岡

本
科
4
年
と
専
攻
科

(
遠
洋
航
海
実
翠
守
)
6
カ
月

間

千
葉
ロ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
謀

2
0
4
3
(2
4
8)
9
7
3
1
 

お
し
ら
ぜ

結
婚
印
周
年
記
念
祝
賀
会

市
で
は
、
結川町
叩
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
、
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
・
所
日
月
初
日
(
月
)
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
荘

内

演
芸
会
、
記
念
写
真
撮
影

対

市
内
在
住
で
昭
和
初
年
9
月
1

日
か
ら
幻
年
8
月
引
臼
ま
で
に
結
婚

さ
れ
た
ご
夫
婦

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

夫
婦
の
氏
名
、

結
納
年
月
日
、
草
川
番
号
を
明
記
し
、

8
月
幻
自

(必
沼
)
ま
で
に
〒
2
7

o
l
-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
市

役
所
介
護
高
五
税

・
内
線
4
1
2

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

「
痴
ほ
う
症
状
が
あ
る
が
ど
こ
に

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
」
「
最
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
が
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
痴
ほ
う
の
方

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
疑
問
に
、

専
門
の
医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
・
所

8
月
お
円
(
木
)
日
時
犯
分

1
日
時
叩
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室

(市
役
所
西
別
館
3
階
)

費

無

料

申
屯
請
で
介
護
支
援
課
介
護
サ
ー

ビ
ス
係
官
(部
)
1
4
1
1

アビイホール

千葉なの花県民会議

9月2日(臼)

節
感
隠
d

績
拐
を

異
常
小
雨
に
よ
り
、
利
根
川
水

系
ダ
ム
の
水
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
水
資
源
で
す
の
で
、

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

u水
道
局
宮
(
倒
)
0
1
1
1
H

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

-
M
ち
ぱ

社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
各
施
設
の
職
只

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
・
所

9
月
8
日
(
土
)
ロ
時
泊
分

1
日
時
加
分
、
…
拍
間
以
メ
ッ
セ
同
際
会

議
場
2
附
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

質

無
料

間

千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
包

0
4
3
(2
4
8
)
1
2
9
4
 

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

通
信
教
育
を
実
施
し
て
い
る
大
学
・

短
大
で
は
、
秋
期
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
各
学
校
の
教
育
内
套
ザ

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

・
所

9
月
泣
口
(土
)
は
時
'
h
げ

時
、
新
宿
エ
ル
タ
ワ

i
m附
(新
宿

駅
西
日
徒
歩
約
3
分
)
〈
参
加
傾
料
〉

参
加
校

法

政

大
学
、
中
央
大
学
、

日
本
大
学
、
玉
川
大
学
、
近
機
大
学
、

東
洋
大
学
、
明
星
大
学
、
大

堅

議

大
学
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
日
本

知
事
が
県
民
と
抗
接
ふ
れ
あ
い
、

ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

H

千
諜
な

の
花

m民
会
妙
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

・
場
所

9
月
2
日
(
日
)
午

前
川
時
か
ら
け
時
却
分
、

ア
ピ
イ

ホ
l
ル

(イ
ト
l
ヨ
l
カ
ド
l
内
)

対
融

・
定

員

市

内
在
住

・
在
勤
・

在
学
の
方
、
先
活
2
0
0人
税
度

申
し
込
み

・
問
い
合

わ

せ

屯
話

で
県
庁
広
報
課
県
民
セ
ン
タ
ー
室

「県
民
会
議
」
係
官
0
4
3
(2

2
3
)
2
2
4
6
へ

相
祉
大
学
、
北
海
道
的
報
大
学
、
型

徳
大
学
短
期
大
学
部
な
ど
引
校

内

都
議
内
容
、
学
刊
方
法
、
受
講

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

問

(財
)
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

宮

0
3
(3
8
1
8)
3
8
7
0

個
人
事
業
税
の
納
付
は
お
早
め
に

個
人
事
業
税

(第
1
期
分
)
の
納

期
限
は
8
月
引
日
で
す
。

納
付
牲
は
、

8
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
納
税
は
、

口
座
振
持
を
ご
利

用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

砕
し
く
は
、
柏
県
税
引
務
所
宮

(
仰

)1
2
3
1
へ
お
#
ね
く
だ
さ
い
。

P
C
B
廃
棄
物
の
届
け
出
を

「ポ
リ
塩
化
ピ
フ

エ
ニ
ル

(P
C

B
)
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

に
閲
す
る
特
別
措
置
法」

の
施
行
に

伴
い
、

P
C
B廃
棄
物

(
P
C
B使

用
の
蛍
光
灯
安
定
器
等
)
を
保
管
す

る
事
業
者
は
、
県
知
事
に
8
月
引
日

ま
で
に
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

間
県
庁
産
業
廃
築
物
訓
告
0
4
3

(2
2
3)
2
6
5
6
 

6
公
共
施
般
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



(6) 

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
を

2001.8.16 

利
根
川
治
水
同
盟
治
水
大
会
が
聞
か
れ
る

第
臼
回
利
根
川
治
水
岡
山胤
治
水
大

会
が
8
月
2
日
、
市
民
会
館
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
同
即
は
、

1
9
4
7年

(昭

和
泣
年
)
に
附
束
を
襲
っ
た
カ
ス
リ

ー
ン
台
風
に
よ
っ
て
利
棋
川
流
域
の

市
町
村
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ

~ -.. ti 怠

「春暖j

第1051号

最優秀賞は山下要さんの

第16回手賀沼写真コンクール
入選作品決まる

と
か
ら
、
そ
の
翌
年
、
利
根
川
の
早

期
改
修
を
求
め
て
流
域
自
治
体
が
集

ま
り
、
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
大
会
に
は
、
利
根
川
流
域

の
自
治
体
や
団
体
の
代
表
な
ど
、
約

1
0
0
0人
が
参
加
。
ま
ず
、
同
盟

申
止
か

の
会
長
で
あ
る
井
上
裕
参
議
院
議
長

と
開
催
県
を
代
表
し
て
堂
本
暁
子
知

事
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
が

主
催
す
る
「
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
審
査
会
が
、

7
月
5
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
3
4
6点
の
中
か
ら
、

山
下
要
さ
ん
(
占
戸
)
の
作
品
「
春

暖
」
(
写
真
)
が
枇
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

h
F
山
下
さ
ん
の
作
品
「
春
哩
」

続
い
て
禍
的
情
彦
市
長
が

「私
た

ち
の
利
根
川
・

手
口
沼
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
市
長
は
手
口
沼
に
つ

い
て
、
「
北
千
紫
制
貯
水
事
業
な
ど
に

よ
り
、
均
年
間
統
い
た
水
質
ワ
ー
ス

ト
ワ
ン
返
上
が
現
実
的
な
括
に
な
っ

て
き
た
。
ピ
オ
ト
l
プ
な
ど
に
よ
る

生
態
系
の
保
全
、
斜
面
緑
地
の
保
全

な
ど
、
総
合
的
に
施
策
を
進
め
、
水

質
改
善
ベ
ス
ト
ワ
ン
を
め
、ざ
し
た
い
」

と
、
ま
た
利
根
川
に
つ
い
て
は
、

「
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て
河
川
敷

の
再
推
備
を
進
め
、
古
利
根
沼
も
含

め、

川
や
湖
沼
と
共
存
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

河
川
の
技
術
と
部
抗
保
全
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
本
多
品
柏
市
長
が

「河

川
環
境
の
披
仰
と
保
全
を
推
進
す
る
」

な
ど
の
大
会
決
議
案
を
提
案
し
、
満

場
の
拍
手
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
入
選
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(敬
称
略
)

*
優
秀
賞

堀
井
貞
彦
、
窓
直

人
、
羽
鳥
怒
次

H
し
ぐ
れ

絞

首

並

木
良
枝
、
認
裕
子
、

日
向
政
明
、
飯
村
和
夫
、
上
野
和

比
古
、

吉
柳
川
英
、
佐
藤
淑
、
西

秋
明
、
東
郷
美
砂
子
、
遠
藤
君
子

入
選
作
品
は
8
月
刊日
日
(
金
)

ま
で
、
市
民
会
館
2
階
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
ま
す
。

手
m
H
F
沼
の
美
し
い
自
然
を
と

ら
え
た
、
紫
附
ら
し
い
作
品
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

。
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

金
応
募
作
品
の
中
か
ら
季
節

に
あ
っ
た
作
品
を
選
び
、

2
0

0
2年
別
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

手
戸
沼
諜

・
内

線

4
6
2

りが~llつ l語、、

でかけてみまぜんか

市
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
手
賀

沼
沿
い
の
美
化
と
に
ぎ
わ
い
を
図
る

た
め
、
土
地
所
有
者
と
共
同
で
ひ
ま

わ
り
の
柏
を
ま
き
ま
し
た
。

こ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
8
月
下
旬
こ

ろ
に
制
聞
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

開
花
時
に
は
、
花
摘
み
が
で
き
る
区

間
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

場
所

根
戸
新
田

(
手
抑
制
沼
ふ

れ
あ
い
ラ
イ
ン
沿
い
)

面

積

約

5
0
0
o
d

問
い
合
わ
せ

市
あ
ゆ
み
の
郷

公
社
告
(幻
)
1
1
3
0
(土
・

日
・
月
を
除
く
)

h
p
ま
も
な
く
満
開
に
(
根
戸
新
田
の
ひ
ま
わ
り
畑
)

環
境
レ
ン
ジ
ャ
l
勉
強
禽

一
(
ロ
津
の
観
察
会
に
参
加
じ
ま
せ
ん
か

市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
1
は
、
市
が
認

定
し
た
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
で
、
現
花
会
日
数
は
知
人
。

広
報
紙

「た
ま
っ
け
」
の
発
行
や
、

市
内
に
残
さ
れ
た
世
主
な
自
然
を
実

感
・
体
験
す
る
自
然
観
察

・
ネ
イ
チ

ャ
l
ゲ
!
ム
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
の
勉
強
会
や
学
門
会

に
は
郁
師
の
派
遣
も
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
第
3
土
昭
日
に
は
、

会
只
の
知
識
を
高
め
る
た
め
の
勉
強

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

8
月
の
勉

強
会
は
、

岡
発
戸
の
谷
津
で
生
物
な

ど
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

管
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
集
会
場
所

8
Mは
け
(
仁
)

午
前
9
時
束
我
孫
チ
駅
集
合
、
日
時

却
分
解
散
予
定

(雨
天
実
施
)

参
加
賢

い燃料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

手
幻
沼
課

・
内
線
4
6
2

屯
訴
で

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日(必着)。 ハガキで1人1作に限ります。
応募先 干270・1192我孫子1858市役所広報室

E選

鬼
押
し
の
岩
に
よ
り
そ
、
ユ
石
か

が

み

河

合

辰

子

冷

奴

く

ず

し

て

話

決

裂

す

今

井

岩

夫

サ
ン
グ
ラ
ス
そ
れ
な
り
似
合
ふ
茶
髪
の
子

川
上
進
也

胞
門
巾
を
娘
に
送
り

梅

雨

明

け

ぬ

下

回

文

子

拠

竹

桃

山

知

器

の

オ

ル

ゴ

ー

ル

謀

術

畑
打
の
近
く
・
邦
公
来
て
仰
け

り

谷

口

正

英

'
そ
じ

夢
ば
か
り
追
ふ
て
五
十
路
や
膝
枕
平
塚
利
雄

よ

し

ず

し

の

一
地
服
し
て
ラ
ジ
オ
骨
川
町
聞
き
父
偲

ぶ

村

山

京
子

短隷

竹内山本寛太選

う
ぷ
す
な

産
土
の
神
に
武
速
を
祈
り
た
る
我
れ
生
き
巡
り
き
て
五

十

五

年

過

ぐ

須

田

博

ね
ん

S

せ

が

き

こ
の
互
の
酷
暑
続
き
し
盆
あ
と
に
母
の
年
忌
の
施
餓
鬼

.え会
に
参
る

中

野

武

に
わ
・ヲ
He--
て

お
は
い
ち
ゃ
う

幹
切
ら
れ
仁
王
立
せ
る
大
公
孫
樹
今
ゃ
う
や
く
に
芽
吹

き
加
め
た
り

三
谷

和
夫

大
き
創
ひ
ろ
げ
臼

μは
威
嚇
せ
り
雛
守
ら
む
と
沼
辺
に

仲

ち

て

石

河

和

子

'
中

bζ

噴
火
よ
り
十
年
経
た
る
品
川
H

賢
岳
の
飽
の
家
々
新
築
の
回

に

立

つ

奥

叫

卑

仏

書

、

づ

じ

よ

は

占

ゅ

う

す

ず

め

こ

酬
明
り
に
序
破
一
円
寄
り
て
笹
子
の
あ
ま
た
居
並
ぶ
応
根
は

に

ぎ

は

ふ

新

藤

迫

子

そ
そ

梅
雨
は
れ
間
ひ
と
き
は
目
立
つ
白
百
合
の
楚
々
と
咲
き

を

り

我

れ

を

な

ぐ

さ

む

新

堀

老

女

タ
ぐ
れ
の
川
町
に
白
き
腹
見
せ
て
姑
ひ
と
脅
し
波
紋

ひ

ろ

が

る

下

念

ス

ズ

ヱ

事B

」の広報紙は古紙100%再生紙を使用しています

不用昂

1育

"
揺
り
ま
す
"

有

料

で

*
シ
ン
グ
ル
布
問
・

布
団
カ
パ

1
4
枚
、
か
け
布

団
3
枚
、
毛
布
3
枚
、
ま
く

ら
2
側

(
い
ず
れ
も
新
品
)

〈佐
藤
宮
(乃
)1
0
8
8〉

無
料
で
*
位
界
ク
ラ
シ
ッ

ク
苛
楽
レ
コ
ー
ド
セ
ッ
ト

・

も
ゐ
ず
み

ベ
ス
ト
1
0
0
〈耐
品
川
宮

(
約

)
2
2
2
4
〉

*
市
球

ム門一

式

(
ネ
ッ
ト
・
ラ
ケ
ッ

ト
、
球
を
合
む
)〈
川
村
君

(的

)1
6
1
7

〉

"
摺
っ
て
く
だ
さ
い

"

A
瑚
ベ
ビ
ー
カ
ー

〈
山
は

宮
(
釘

)
5
7
6
8〉

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光

州出

・
内
線
3
2
9

巴10048，159世帯処 世帯数

花
砲
の
中
に
は
、
写
バ
の
よ
う
に
雌

の
花
秘
が
二
つ
に
分
か
れ
た
も
の
も

少
数
で
す
が
凡
か
け
ま
し
た
。

ゐ

か

は

だ

か

い

な

は

赤
裸
に
さ
れ
て
泣
い
て
い
た
閃
柵

の
同
副
知
μ
、
「
ガ
マ
の
花
粉
を
敷
き

散
ら
し
、

そ
の
ヒ
に
転
が
り
阿
れ
ば

元
の
身
に
な
る
:
・
」
と
教
え
た
と
い

u
u
b
n
〈
仁
ぬ
し
の
み
こ
と

、?
穴
問
主
命
の
訴
が
古
山Y
記
に
載
っ

て
い
ま
す
。
ガ
マ
類
の
花
粉
に
は
止

血
作
用
が
あ
り
、
古
く
か
ら
傷
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

委
託
…
す
と
犠
が
見
ら
れ
、

綿
毛
の
つ
い
た
果
実
は
、
風
に
よ
っ

て
散
布
さ
れ
ま
す
。

却
の
穂
綿
は
、

昔
、
火
打
ち
お
の
川
八
日
ゃ
、
市
川
聞
の

料
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

「雨
の
輪
も
肯
き
け
し
さ
や

柑

の

池

」

虚

子

(文

・
写

必

佐

久
間
俊
行
)

790人

七
月
中
旬
に
手
賀
沼
を
訪
れ
る
と
、

岸
近
く
に
生
育
し
た
ヒ
メ
ガ
マ
が
、

花
砲
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い
ま
し
た
。

手
賀
沼
や
そ
の
周
辺
に
は
ガ
マ
矧
が

三
種
知
あ
り
、
ガ
マ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、

コ
ガ
マ
の
順
に
花
期
を
迎
え
ま
す
。

花
胞
は
上
部
が
雄
、
下
部
が
雌
で

す
が
、
ヒ
メ
ガ
マ
は
両
者
が
離
れ
、

聞
に
軸
が
見
え
ま
す
。

ヒ
メ
ガ
マ
の

ヒtsmJマ
(がま科)

外国人129，400人φ人口人口と包帯磁 (8月1日現在)


